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能登イズム
昨年 6 月、能登地域 4 市 4 町に広がる「能登の里山里海」が世界農業

遺産に認定された。里山里海は私たちの暮らしそのもの。能登の暮らし

に国際的な価値があると認められたのだ。

なぜ能登なのか？世界遺産と何が違うのか？これからどうなるのか？

疑問をひもといて、いつも見る何気ない風景や当たり前の暮らしを見つ

め直してみよう。きっと「能登らしい」生き方が見えてくる。

～世界農業遺産から「能登の暮らし」を考える～
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世
界
農
業
遺
産

へ
の
道

世
界
農
業
遺
産
（
Ｇジ

ア

ス

Ｉ
Ａ
Ｈ
Ｓ
）
は
、
国
連
食
糧
農
業
機
関

（
Ｆエ
フ
エ
ー
オ
ー

Ａ
Ｏ
）
が
２
０
０
２
年
か
ら
取
り
組
む
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。

世
界
農
業
遺
産
と
は
何
か
。
そ
し
て
、
認
定
さ
れ
た
能
登
に

何
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

世
界
農
業
遺
産
と
は

　

地
域
の
環
境
を
生
か
し
た
伝
統

的
農
業
に
は
、
食
糧
と
し
て
農
作

物
を
生
産
す
る
こ
と
以
外
に
、
生

物
多
様
性
や
農
村
景
観
、
農
村
文

化
の
保
全
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
役

割
が
あ
る
。
し
か
し
、
生
産
性
を

重
視
す
る
農
業
の
近
代
化
が
進
む

と
、
そ
の
多
面
的
役
割
が
失
わ
れ

て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
。

　

次
世
代
に
継
承
す
べ
き
重
要
な

農
業
や
生
物
多
様
性
を
有
す
る
地

域
を
守
る
た
め
に
、
Ｆ
Ａ
Ｏ
が
一

体
的
な
シ
ス
テ
ム
と
し
て
認
定
す

る
の
が
Ｇ
Ｉ
Ａ
Ｈ
Ｓ
。
日
本
で
は

世
界
農
業
遺
産
と
呼
ば
れ
る
。

先
進
国
初
の
認
定
へ

　

Ｇ
Ｉ
Ａ
Ｈ
Ｓ
発
足
当
初
か
ら
Ｆ

Ａ
Ｏ
と
連
携
・
協
力
し
て
い
た
国

連
大
学
は
09
年
、
地
域
特
有
の
多

様
な
生
き
も
の
を
育
ん
で
き
た
日

本
の
里
山
に
着
目
。
関
係
者
に
Ｇ

Ｉ
Ａ
Ｈ
Ｓ
認
定
を
働
き
か
け
た
。

　

10
年
8
月
に
は
佐
渡
と
能
登
が

Ｇ
Ｉ
Ａ
Ｈ
Ｓ
候
補
地
に
選
定
さ

れ
、
羽
咋
市
以
北
の
4
市
4
町
は

「
能
登
地
域
Ｇ
Ｉ
Ａ
Ｈ
Ｓ
推
進
協

議
会
」を
設
立
し
た
。
協
議
会
は
、

農
林
水
産
省
、
国
連
大
学
、
石
川

県
、
金
沢
大
学
の
協
力
を
受
け
て

「
能
登
の
里
山
里
海
」
の
世
界
農

業
遺
産
認
定
を
Ｆ
Ａ
Ｏ
に
申
請
。

11
年
6
月
11
日
、
中
国
北
京
で
開

催
さ
れ
た
「
Ｇ
Ｉ
Ａ
Ｈ
Ｓ
国
際

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
で
協
議
会
長
の
武

元
文
平
七
尾
市
長
（
当
時
）
が
国

内
初
の
認
定
証
を
受
け
取
っ
た
。

　

申
請
を
支
援
し
た
国
連
大
学
の

永
田
明
氏
は
11
年
12
月
に
中
能
登

町
で
開
催
さ
れ
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
で
「
能
登
に
あ
る
農
業
遺
産
の

一
つ
一
つ
を
見
る
と
『
世
界
的
に

重
要
』
と
は
言
え
な
い
が
、
能
登

①世界遺産
　世界遺産条約（世界の文化遺産及び自然遺産の
保護に関する条約）に基づき「世界遺産一覧表」
に記載されているもの。３つのカテゴリーがある。
■文化遺産：顕著な普遍的価値を有する記念工作
物、建造物、遺跡などが対象。745 件。
■自然遺産：顕著な普遍的価値を有する地形や地
質、生態系、絶滅のおそれのある動植物の生息・
生息地など。188 件。
■複合遺産：文化遺産と自然遺産の両方の価値を
兼ね備えているもの。29 件。

②世界無形文化遺産
　無形文化遺産の保護に関する条約に基づき「代
表一覧表」に登録されたもの。「奥能登のあえの
こと」は 2009 年に登録。

③世界記憶遺産
　歴史上重要で、後世に伝える価値がある文献、
絵画、音楽、フィルムなど。

G lobally・・・・ 世界的に 
 I mportant・・・重要な
 A gricultural・・ 農業の
H eritage・・・・遺産、資産
 S ystems・・・・システム

トキと共生する
佐渡の里山

能登の里山里海

【参考】

U
ユ ネ ス コ

NESCO（国連教育科学文化機関）の三代遺産事業

（
ジ
ア
ス
）

マグリブのオアシス
（F. アルジェリア、チュニジア）

マサイの伝統
（タンザニア・ケニア）

カシミールのサフラン農業
（インド）

トン族の稲作・養魚・養鶏
（中国）

万年の伝統稲作
（中国）

ハニ族の棚田
（中国）

イフガオの棚田
（フィリピン）

チロエ農業
（チリ）

アンデス農業
（ペルー）

水田養魚
（中国）

2011 年 6 月までに認定された世界農業遺産
（参考：農林水産省広報誌「aff」2011 年 9 月号）

原
初
的
自
然
な
ど
を
登
録
す
る
も

の
で
、
日
本
で
も
世
界
文
化
遺
産

に
12
地
域
、
世
界
自
然
遺
産
に
4

地
域
が
登
録
さ
れ
て
い
る
。

　

貴
重
な
不
動
産
を
そ
の
ま
ま
の

形
で
残
し
て
い
く
世
界
遺
産
に
対

し
て
、
世
界
農
業
遺
産
は
「
生
き

て
い
る
遺
産
」
と
言
え
る
。

　

地
域
の
人
た
ち
が
、
時
代
や
環

境
の
変
化
に
適
応
し
な
が
ら
伝
統

的
農
法
や
知
識
を
実
践
し
て
い
く

こ
と
、
地
域
を
活
性
化
し
て
持
続

可
能
な
形
で
「
進
化
」
し
て
い
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

半
島
約
19
万
㌶
に
は
山
・
里
・
海

と
農
・
林
・
水
に
わ
た
る
多
彩
な

農
業
遺
産
が
あ
り
、
そ
れ
ら
を
総

合
す
る
と
間
違
い
な
く
『
世
界
的

に
重
要
』
な
農
業
遺
産
。
だ
か
ら

こ
そ
能
登
全
体
が
一
つ
に
ま
と
ま

る
こ
と
が
大
切
」
と
語
っ
た
。

生
き
て
い
る
遺
産

　

世
界
農
業
遺
産
と
似
た
言
葉
に

ユ
ネ
ス
コ
（
国
連
教
育
科
学
文
化

機
関
）
の
世
界
遺
産
が
あ
る
。
世

界
的
に
貴
重
な
遺
跡
や
建
造
物
、

2011 年 6 月 17 日、能登空港でオープニングイベントが
開催され、地元関係者にＧＩＡＨＳ認定証が披露された



7 6

里
山
里
海
の
価
値

自
然
は
人
が
手
を
加
え
る
こ
と
で
多

く
の
恵
み
と
生
き
も
の
を
育
む
。

里
山
里
海
は
人
と
自
然
が
相
互
に
関

係
し
合
い
、維
持
さ
れ
て
い
る
場
所
。

国
土
の
約
4
割
を
占
め
る
と
言
わ
れ

る
里
山
の
中
で
、
な
ぜ
能
登
が
世
界

農
業
遺
産
に
認
定
さ
れ
た
の
か
。

認
定
の
立
役
者
の
一
人
、
あ
ん
・
ま

く
ど
な
る
ど
さ
ん
に
「
能
登
の
里
山

里
海
」
の
価
値
を
聞
い
た
。

ロ
ー
カ
ル
か
ら
グ
ロ
ー
バ
ル
へ

　
「
こ
れ
ま
で
地
道
に
里
山
里
海

を
維
持
し
て
き
た
能
登
の
皆
さ
ん

に
感
謝
し
て
い
ま
す
」
と
話
す
あ

ん
・
ま
く
ど
な
る
ど
さ
ん
。
国
連

大
学
高
等
研
究
所
い
し
か
わ
・
か

な
ざ
わ
オ
ペ
レ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
ユ

ニ
ッ
ト
所
長
と
し
て
、
北
陸
農
政

局
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
と
共

に
農
業
遺
産
認
定
へ
と
つ
な
げ
た

立
役
者
の
一
人
だ
。

　
「
里
山
と
里
海
が
密
接
に
つ
な

が
っ
て
い
る
能
登
は
、
世
界
か
ら

注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
農
林
業
と

水
産
業
は
こ
れ
ま
で
Ｆ
Ａ
Ｏ
で
も

別
々
に
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

谷
本
知
事
の
発
表
を
聞
い
た
Ｆ
Ａ

Ｏ
の
水
産
業
担
当
者
が
『
こ
れ
か

ら
は
農
林
業
と
水
産
業
を
一
緒
に

考
え
て
い
き
た
い
』
と
感
銘
を
受

け
る
ほ
ど
能
登
の
里
山
里
海
は
グ

ロ
ー
バ
ル
に
広
が
っ
て
い
ま
す
」

た
め
池
が
育
ん
だ
文
化

　

日
本
中
に
存
在
す
る
里
山
地
域

の
中
で
、
な
ぜ
能
登
が
世
界
農
業

遺
産
に
選
ば
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
「
た
め
池
を
中
心
に
し
た
農
業

シ
ス
テ
ム
が
１
４
０
０
年
以
上
続

い
て
き
た
能
登
は
、
祭
り
、
食
文

化
、
伝
統
文
化
、
景
観
が
と
て
も

豊
か
で
日
本
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー

と
言
え
ま
す
。

　

特
に
『
祭
り
』
の
意
義
や
役
割

を
考
え
る
と
、
祭
り
が
た
め
池
と

密
接
な
関
係
に
あ
る
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。
点
在
す
る
た
め
池
の
周

り
に
集
落
が
発
展
し
た
能
登
で

は
、
水
争
い
な
ど
が
少
な
い
た
め

他
の
地
域
と
の
交
流
が
比
較
的
少

な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
祭

り
が
小
さ
な
集
落
ご
と
に
数
多
く

行
わ
れ
る
こ
と
や
初
対
面
の
人
間

ま
で
も
て
な
す
『
ヨ
バ
レ
』
の
文

化
は
、
た
め
池
文
化
と
つ
な
が
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

能
登
の
祭
り
は
『
保
存
』
さ
れ
て

い
る
の
で
は
な
く
、
今
も
生
き
生

き
と
地
域
に
存
在
し
て
い
ま
す
。

　

能
登
に
は
自
然
界
と
人
・
文
化

と
の
つ
な
が
り
が
多
様
な
形
で
生

き
た
ま
ま
残
っ
て
い
ま
す
。
能
登

の
文
化
が
生
き
て
い
る
こ
と
が
、

『
動
的
農
業
シ
ス
テ
ム
』
で
あ
る

ジ
ア
ス
に
認
定
さ
れ
た
の
で
す
」

持
続
可
能
な
未
来
を

　

20
年
ほ
ど
前
か
ら
能
登
を
訪
れ

て
い
る
あ
ん
さ
ん
。
今
後
も
里
山

里
海
の
研
究
者
の
一
人
と
し
て
能

登
と
関
わ
っ
て
い
き
た
い
と
い
う
。

　
「
ジ
ア
ス
認
定
以
前
、
能
登
の

話
題
は
過
疎
化
や
高
齢
化
な
ど

『
能
登
の
問
題
』
が
多
か
っ
た
よ

う
に
感
じ
ま
す
。
マ
イ
ナ
ス
面
を

無
視
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
が
、
前

向
き
な
姿
勢
で
課
題
解
決
に
取
り

組
む
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま

す
。認
定
が
そ
の
き
っ
か
け
に
な
っ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

4
市
4
町
の
皆
さ
ん
が
『
持
続

可
能
な
未
来
』
を
一
緒
に
つ
く
っ

て
い
く
中
で
、
今
後
の
課
題
は
、

よ
り
環
境
保
全
型
農
業
や
生
物
多

様
性
を
育
む
農
法
を
推
進
し
て
い

く
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

第
1
次
産
業
の
つ
な
が
り
を
も

う
一
度
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
も
大

切
で
す
。
昔
の
よ
う
な
、
人
間
活

動
の
連
携
の
中
で
資
源
が
管
理
さ

れ
る
仕
組
み
を
、
み
ん
な
で
考
え

て
新
し
く
つ
く
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
能
登
は
も
う
一
つ
の
転
換
期

を
迎
え
る
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　

世
界
中
の
農
山
漁
村
を
知
る
あ

ん
さ
ん
か
ら
能
登
へ
の
エ
ー
ル
。

能
登
に
住
む
私
た
ち
が
し
っ
か
り

と
受
け
止
め
、
前
に
進
ん
で
い
き

た
い
。

里
山
里
海
の
地
域
資
源

【
稲
の
は
ざ
干
し
】

　

刈
り
取
っ
た
稲
を「
は
ざ
」

に
か
け
て
天
日
干
し
す
る
作

業
。
青
い
稲
が
黄
金
色
に
変

わ
る
ま
で
約
2
週
間
、
自
然

乾
燥
さ
せ
る
。
時
間
を
か
け

て
乾
燥
す
る
た
め
割
れ
米
が

少
な
く
、
さ
ら
に
茎
と
葉
の

養
分
が
穂
に
伝
わ
る
た
め
味

も
良
い
と
さ
れ
る
。

　

能
登
の
秋
の
風
物
詩
と
言

わ
れ
る
が
、
機
械
化
の
流
れ

の
中
で
そ
の
風
景
を
見
る
こ

と
は
年
々
減
少
し
て
い
る
。

【あん・まくどなるど】
カナダ生まれ。ブリティッシュ・コロンビ
ア大学在学時、熊本大学に 1 年間留学し
たのち、農山漁村のフィールド・ワークに
従事。国連大学高等研究所いしかわ・かな
ざわオペレーティング・ユニット所長を経
て、現在上智大学大学院地球環境学研究科
教授、慶應義塾大学特任教授、石川県世界
農業遺産アドバイザーなども務める。著書
に『田園有情』、『気候変動列 島ウォッチ』
ほか多数

あん・まくどなるど さん
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文
化
の
継
承

さ
ま
ざ
ま
な
項
目
が
総
合
的
に
評
価
さ
れ

た
能
登
の
里
山
里
海
。
評
価
項
目
を
能
登

町
に
当
て
は
め
る
と
「
伝
統
技
術
、文
化
・

祭
礼
、
里
山
景
観
」
が
町
の
特
徴
と
し
て

見
え
て
く
る
。

文
化
を
継
承
し
、
地
域
づ
く
り
に
生
か
す

取
り
組
み
を
能
登
町
教
育
委
員
会
事
務
局

の
新
出
直
典
さ
ん
に
聞
い
た
。

能
登
は
伝
統
文
化
の
密
集
地

　
「
キ
リ
コ
祭
り
や
あ
え
の
こ
と

の
よ
う
な
広
範
囲
に
広
が
る
も
の

か
ら
、
そ
の
地
域
に
し
か
な
い
特

徴
的
な
も
の
ま
で
、
能
登
半
島
は

狭
い
エ
リ
ア
の
中
に
伝
統
文
化
が

密
集
し
て
い
ま
す
」

　

町
教
育
委
員
会
事
務
局
で
文
化

財
を
担
当
す
る
新
出
直
典
さ
ん
は

能
登
の
文
化
的
特
徴
を
語
る
。

　
「
こ
れ
だ
け
祭
り
や
文
化
が
生

活
の
中
に
溶
け
込
ん
で
い
る
地
域

は
、
全
国
的
に
珍
し
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
」

　

新
出
さ
ん
は
岐
阜
県
出
身
で
移

住
者
で
も
あ
る
。
能
登
の
文
化
に

触
れ
る
生
活
は
、
驚
き
の
連
続

だ
っ
た
と
い
う
。

　
「
能
登
町
は
能
登
半
島
の
中
で

も
特
徴
的
な
伝
統
文
化
が
色
濃
く

残
る
地
域
。
そ
し
て
そ
れ
を
継
承

し
て
い
こ
う
と
す
る
地
域
の
人
た

ち
の
意
気
込
み
は
、
世
界
農
業
遺

産
を
き
っ
か
け
に
さ
ら
に
強
く

な
っ
て
い
ま
す
。
伝
統
文
化
を
守

ろ
う
と
す
る
地
域
を
応
援
し
な
が

ら
、
継
承
し
や
す
い
よ
う
な
環
境

を
一
緒
に
整
え
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
」

景
観
を
守
る
意
識
を

　

世
界
農
業
遺
産
に
関
連
す
る
能

登
町
の
も
う
一
つ
の
特
徴
は
『
日

本
の
原
風
景
』
だ
と
新
出
さ
ん
は

強
調
す
る
。

　
「
能
登
は
『
日
本
の
原
風
景
が

残
る
』
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
そ
の

中
で
も
、
特
に
柳
田
地
区
は
昔
な

が
ら
の
土
地
利
用
が
今
も
受
け
継

が
れ
て
い
る
貴
重
な
地
域
。
柳
田

に
は
、
た
め
池
や
大
規
模
な
用
水

が
数
多
く
残
っ
て
い
て
、
町
は
現

在
そ
の
調
査
を
進
め
て
い
ま
す
。

見
慣
れ
た
景
観
の
歴
史
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
で
、
地
域
を
挙
げ
て

景
観
を
守
っ
て
い
く
意
識
が
高
ま

る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
」

『
点
』を『
線
』に

　

本
年
度
か
ら
実
施
す
る
『
特
色

あ
る
公
民
館
活
動
』
事
業
で
は
、

半
数
以
上
の
公
民
館
が
世
界
農
業

遺
産
に
関
連
す
る
事
業
に
取
り
組

む
な
ど
、
自
分
た
ち
の
地
域
を
見

直
し
、
地
域
を
盛
り
上
げ
よ
う
と

い
う
機
運
が
高
ま
っ
て
い
る
。

　
「『
点
』
と
し
て
存
在
す
る
地
域

の
文
化
な
ど
を
『
線
』
と
し
て
結

ぶ
こ
と
で
相
乗
効
果
を
生
み
出

し
、町
の
活
性
化
に
つ
な
げ
た
い
」

と
決
意
を
新
た
に
し
て
い
る
。

能
登
町
教
育
委
員
会
事
務
局  

新
出
直
典 

学
芸
員

里
山
里
海
の
地
域
資
源

【
あ
え
の
こ
と
】

　

奥
能
登
一
円
の
農
家
に
古

く
か
ら
伝
わ
る
農
耕
儀
礼
。

　

12
月
5
日
、
田
ん
ぼ
か
ら

田
の
神
様
を
迎
え
、山
の
幸
、

海
の
幸
で
も
て
な
し
て
収
穫

に
感
謝
。
2
月
9
日
に
は
同

じ
よ
う
に
も
て
な
し
た
後
、

田
ん
ぼ
に
送
っ
て
豊
作
を
祈

願
す
る
。
家
の
主
人
は
、
田

の
神
様
が
あ
た
か
も
そ
こ
に

い
る
よ
う
に
振
る
舞
う
。

　

09
年
に
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文

化
遺
産
に
登
録
さ
れ
る
。

能登町は、里山里海に育まれた
伝統文化が色濃く残る地域。

能登町の主な地域資源リスト
分類 地域資源

伝統的な農林漁法
と土地利用

稲のはざ干し、棚田、谷地田、
用水・ため池など

多様な生物資源 ホクリクサンショウウオ、
ハッチョウトンボなど

優れた里山景観 茅葺き、白壁・黒瓦の家並み、
農村風景など

伝えていくべき
伝統的な技術

合鹿椀、久田和紙、
炭焼き、能登杜氏など

農耕にまつわる
文化・祭礼

あえのこと、キリコ祭り、
アマメハギ、イドリ祭り、
小木とも旗祭りなど

里山里海の
利用保全活動

農家民宿（春蘭の里）、
グリーンツーリズム、
エコツーリズム（鉢伏山）など

能登町教育委員会作成資料から



ジアスの可能性
世界農業遺産の中心は「農業」。農業が営まれることで文化や
景観、生物多様性が育まれてきた。認定を受けて、能登の農業
が活性化するのか注目されている。世界農業遺産の可能性につ
いて、県里山創成室の渡邉泰

たいすけ

輔室長に聞いた。

『
能
登
棚
田
米
』
の
可
能
性

　
「
能
登
の
活
性
化
は
、
1
次
産

業
の
振
興
な
く
し
て
は
成
り
立
ち

ま
せ
ん
」
と
話
す
渡
邉
さ
ん
。
石

川
県
が
里
山
を
生
か
し
た
地
域
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
に
昨
年
4
月

に
設
置
し
た
『
里
山
創
成
室
』
の

室
長
と
し
て
世
界
農
業
遺
産
の
関

連
事
業
を
取
り
仕
切
っ
て
い
る
。

　
「
能
登
の
農
業
の
中
心
で
あ
る

『
米
』
は
、
能
登
全
体
で
同
じ
価

値
観
を
持
っ
て
ブ
ラ
ン
ド
化
で
き

ま
す
。
そ
の
大
き
な
一
歩
が
奥
能

登
４
つ
の
Ｊ
Ａ
が
連
携
し
て
取
り

組
む
『
能
登
棚
田
米
』。
こ
れ
は

世
界
農
業
遺
産
認
定
を
受
け
て
、

行
政
主
導
で
は
な
く
Ｊ
Ａ
が
主
体

的
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
に
も

価
値
が
あ
り
ま
す
。
農
薬
・
化
学

肥
料
を
減
ら
す
『
環
境
保
全
』
も

取
り
入
れ
て
い
る
こ
と
で
消
費
者

に
も
分
か
り
や
す
く
、
ブ
ラ
ン
ド

米
と
し
て
確
立
す
る
で
し
ょ
う
。

　

今
後
は
棚
田
米
が
能
登
全
域
に

広
が
っ
た
り
、
能
登
米
の
象
徴
と

な
っ
て
能
登
米
全
体
の
価
値
を
高

め
た
り
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
ま
さ
に
『
地
域
の
た
め
』
に

な
る
ブ
ラ
ン
ド
化
で
す
。

　

地
域
特
有
の
農
作
物
に
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
生
か
し
た
『
6

次
産
業
化
』
で
付
加
価
値
を
高
め

る
手
法
が
あ
り
ま
す
。県
に
は『
い

し
か
わ
里
山
創
成
フ
ァ
ン
ド
』
が

あ
り
、
う
ま
く
活
用
し
て
『
地
域

の
た
め
』
に
な
る
商
品
開
発
を
進

め
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
フ
ァ

ン
ド
の
目
的
の
一
つ
は
『
生な
り
わ
い業

』

の
創
出
で
す
。
能
登
で
生
活
で
き

る
基
盤
づ
く
り
を
支
え
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
」

価
値
観
の
転
換
を

　

渡
邉
さ
ん
は
『
地
域
の
た
め
』

を
強
調
す
る
。
能
登
の
将
来
の
た

め
に
は
『
地
域
と
い
う
目
線
』
が

欠
か
せ
な
い
か
ら
だ
。

　
「
能
登
に
求
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
は
、
い
か
に
地
域
を
維
持
し
て

い
く
か
と
い
う
こ
と
。
た
だ
能
登

が
残
る
だ
け
で
は
意
味
が
な
く
、

こ
れ
ま
で
能
登
の
人
た
ち
が
作
り

あ
げ
て
き
た
価
値
観
を
保
っ
た
ま

ま
維
持
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

す
。
そ
の
た
め
に
も
、
ま
ず
能
登

に
住
む
人
た
ち
が
『
能
登
の
価

値
』
に
気
づ
き
、『
自
分
た
ち
の

や
っ
て
き
た
こ
と
が
す
ば
ら
し
い

こ
と
』
で
あ
る
と
い
う
価
値
観
の

転
換
が
必
要
」
と
訴
え
る
。

　
「
来
年
春
に
は
能
登
の
取
り
組

み
を
世
界
に
発
信
す
る
国
際
会
議

が
能
登
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
能
登

に
は
そ
れ
だ
け
の
『
実
力
』
が
あ

る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

最
初
の
1
年
は
ご
祝
儀
期
間
で

あ
り
、
お
祭
り
の
よ
う
な
も
の
で

し
た
。
こ
れ
か
ら
は
能
登
が
元
気

良
く
続
い
て
い
く
た
め
に
、
良
い

地
域
を
つ
く
っ
て
い
く
活
動
に
軸

足
を
移
し
て
い
き
ま
す
。
主
役
は

地
域
で
あ
り
、
そ
こ
に
暮
ら
す
人

で
す
。
県
と
4
市
4
町
が
一
緒
に

な
っ
て
、
地
域
を
盛
り
上
げ
る
た

め
に
皆
さ
ん
を
応
援
し
ま
す
」
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里
山
里
海
の
地
域
資
源

【
春
蘭
の
里
】

　

能
登
町
宮
地
・
鮭
尾
地
区

を
中
心
と
し
た
農
家
民
宿

群
。
平
成
8
年
に
地
域
住
民

が
立
ち
上
が
り
「
春
蘭
の
里

実
行
委
員
会
」
を
設
立
。
里

山
景
観
の
保
全
と
交
流
人
口

の
拡
大
で
地
域
再
生
を
目
指

す
。
農
家
民
宿
は
現
在
30
軒

を
超
え
、
23
年
度
の
宿
泊
数

は
述
べ
５
千
人
。
黒
瓦
、
白

壁
の
家
並
み
は
石
川
県
の
里

山
景
観
維
持
重
点
地
区
に
指

定
さ
れ
て
い
る
。

石
川
県
里
山
創
成
室

渡
邉
泰
輔 

室
長

1 次産業の活性化なくして、
能登の活性化は成り立たない。

（参考）いしかわ里山創成ファンド
※総額 53 億円、運用期間 5年間（H23.5.31 設置）

項目 補助率 内容

生業の創出 3/4（3 年以内） 地域資源の発掘や
新たな商品開発

イベント支援 3/4（1 年目）
2/3（2・3 年目）

里山里海地域を元
気にするイベント

資源循環モデル 2/3（2 年以内） 里山エネルギー資
源の有効利用

里山景観の創造 ソフト 10/10
ハード 1/3

里山集落全体の景
観創出

※ 25 年度公募は 5～ 6月ごろを予定
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